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実践場所 茨城県 茨城県立伊奈高等学校 実践者 近藤高広 

対 象 ３年生２２８名 時間数 ６～１２時間 

担当教科 公民 実践教科 現代社会（国際政治・経済） 

ねらい 
○アフリカに対する先入観や無知に気づき，ウガンダという国，人を具体的・個別的に捉え直す 

○ウガンダに対する日本の支援の実態を学び，支援を自分の問題として捉え直す 

実践内容 

回 プログラム 備 考 

１ 

２ 

３ 

 

 

４ 

５ 

 

 

 

６ 

７ 

８ 

９ 

 

１０ 

１１ 

 

 

 

 

 

１２ 

ウガンダってどんな国？① 

① アンケート 

② ウガンダについて調べる（その１）→ウガンダに興味を持つ 

・調べた感想を班内で述べあう 

 

ウガンダってどんな国？② 

① 自然・経済・社会・文化の４テーマ 

② 知識構成型ジグソー法によるアクティブラーニングで展開 

③ 日本との共通点や相違点に注意させる 

 

ウガンダってどんな国？③ 

① 一部フォトランゲージの手法により気づきを促す 

② 衣装や楽器，バナナの葉ボール，アクセサリー，箒などの実物に触れる

ことにより実感を持たせる 

 

ウガンダと日本 

① 日本の支援の様子を協力隊員や専門家の活動を通して知る 

② 支援の必要性とあり方について考える 

ａ．支援は必要なのか 

ｂ．相手のためになる支援とは何か 

ｃ．自分にできることはあるか，あるとすればそれは何か 

 

まとめ 

① カズン作の「The Pearl of Africa」の歌詞を訳す 

班で協力して訳す→発表→詞意や成立の経緯を理解 

② 自分なりのイメージを持った上で YouTubeの動画を鑑賞 

③ 授業全体を通した感想を書かせる 

 

○ワークシート 

 

 

 

○ワークシート 

○まとめない 

○スライド 

 

 

○ワークシート 

○スライド→あくま

で自分が見た地域

の様子であることを

注意させる 

 

○スライド 

○ワークシート 

○日本の支援の方

針を理解させる 

 

 

 

○全体を通してこち

らの意見を押し付

けず，自ら気付か

せるように説明の

仕方に留意する。 

成 果 

○スマホという利器を，ゲームやＬＩＮＥでなく学習に活用する方法を学べた。 

○知らないことの問題性を自覚したり，知って考えることの有用性や楽しさを感じたりできた。 

○国際理解や国際協力（途上国への支援）について自分なりの知識や考えの端緒を持てた。 

課 題 

○理解する努力を通じて，理解できないこともあること，それでも協力する必要性も訴えたい。 

○途上国支援が人道的目的だけでなく国益にかなったことであることを意識させきれなかった 

○他者に対する興味・関心を喚起するだけでなく，具体的な行動につなげる工夫をしたい 

備 考 

○本校では一年生が近隣の特別支援学校との交流も行っており，自分と異なるものとの融和・共生という点

では国際理解に通じるものがあり，いじめの撲滅などにも効果があると思われる。ＪＩＣＡの協力を仰ぎなが

ら，国際理解教育についても学校全体かつ継続的な活動にしていきたい。 
  

ウガンダと支援と私 
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［授業実践の詳細］ 

 時限目 「国際関係の普通授業」 

１ 子どもの活動の流れ 

① 予習として，教科書と資料集を見ながら授業プリント左側の(  )部分の穴埋めを行う 

② 答え合わせの後，解説を聞いてポイントを書きとるとともに，右側ページの作業を行う  

２ 子どもの活動の成果・反応    

① 内容について理解する 

 

３ 使用し

た教材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

０ 

＜教材１＞  

授業プリント 

 

＜教材２＞  

教科書（第一学習社） 

   

＜教材３＞  

資料集（とうほう） 
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 時限目 「ウガンダってどんな国？①」 

１ 子どもの活動の流れ 

① アフリカについてのイメージを挙げる→班で共有して発表 

② アフリカにある 独立国を挙げる→班で共有して発表 

③ ウガンダについて調べる 

＜項目＞ 国名・首都名のいわれ，国旗，人口及び構成，

国土面積及び位置，雨温図，ＧＤＰなど 

④ 調べたことから気づいたことを班で話し合う→上記①とのギャップに気付く  

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇アフリカおよびウガンダについては，予備知識はほぼない 

黒人，貧困(原始的生活)，紛争，人口爆発，乾燥（砂漠・サバンナ），食料不足，衛生・医療の不足，な

どのステレオタイプ＆マイナスイメージの回答が大半。独立国も５４カ国中１５カ国程度しか挙がらない 

  ◇スマホを使って調べる作業に熱心に取り組んだ 

  ◇班別の話し合いも活発であった→ウガンダが暑くないこと，乾燥していないこと等のギャップに気付いた 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ 自作ワークシート  ＜教材２＞ 地図帳  ＜教材３＞ ウガンダ国旗 

【生徒が作成したワークシート】 

１-３ 

１． アフリカやウガンダに対する無知

や先入観に気づく 

２．未知の世界に対する関心を高め

る 

この時限のねらい 
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    時限目 「ウガンダってどんな国？②」 

１ 子どもの活動の流れ 

① 知識構成型ジグソー法的アクティブラーニングによるウガンダ

の全体的イメージを作る 

② 班内で担当者を決める→自然・経済・社会・文化 

③ 担当分野ごとに集まって班をつくり，班内で具体的なテーマを

振ってスマホで調べる 

④ テーマ班内で調べたことを発表し合い，原稿をまとめる 

⑤ 本来の班に戻って分野ごとに発表する。他班の発表をメモす

る 

① ウガンダの様々な分野につい

て理解する 

② 自分が調べたことを班内の他

者に正確かつ端的にプレゼン

する（全員が話し手でありかつ

聞き手となる） 

この時限のねらい 

下写真の「医療が

発達していない」

とは，人口ピラミ

ッドで高齢者が少

ない原因を考察し

た結果の意見 

【ウガンダ国旗】 

真ん中に描かれたカンムリヅ

ルが民族や宗教の融和の象徴

であること ， 「 The Pearl of 

Africa」というチャーチルの言葉

からウガンダの自然が豊かで

あることに言及した。 

４-５ 
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２ 子どもの活動の成果・反応 

◇自分たちで小テーマを設定して分担を割り振っていた 

◇他者の発表をしっかり聞くことができた。 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ 自作ワークシート   

＜教材２＞ スマホ（生徒私物）  

 

  

 

      時限目 「ウガンダってどんな国？③」 

１ 子どもの活動の流れ 

① スライドを見ながら，気づいたことをワークシートに記入する 

② 前時に自分たちが調べた内容との一致点や相違点を確認

し，かつその理由を考察する 

③ 日本との共通点や相違点を確認し，かつその理由を考察す  

る 

④  班のメンバーと気づいた点についてコミュニケートする 

 

６-９ 

① ウガンダの自然・歴史・文化・

生活等を知る 

② ウガンダ社会を通して日本を

振り返る 

③ 社会の不安定さの原因を考察

する 

 

この時限のねらい 
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２ 子どもの活動の成果・反応 

◇都市と農村の格差の大きさに驚いた。 

◇ウガンダを身近に感じることができた，ウガンダに行ってみたくなった 

◇自分たちがとても恵まれた環境で教育を受けていることが分かった 

◇自然が豊かで，人々が仲良く楽しく暮らしていて親近感を感じた 

◇季候が良く日本よりも過ごしやすそうなことに驚いた 

◇キリスト教徒が一番多いことに驚いた（イスラームが多いと思っていた） 

◇服や楽器など実際に手に取ってみられて実感が湧き，親近感を持った 

◇机や教科書が足りないなど，教育の不十分さを感じた 

◇日本では当たり前のことが当たり前ではないことが分かった→自分の境遇に感謝しなければいけない 

※総じて暗いイメージが裏切られて，前向きな部分，当たり前な人の生活を感じたようである 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ パワーポイント  ＜教材２＞ 自作ワークシート 

＜教材３＞ 実物教材  

バナナの葉サッカーボール，伝統楽器，衣装（男女），箒，コースター，木の皮の布など 
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          時限目 「ウガンダと日本」 

１ 子どもの活動の流れ 

① スライドを見て，印象に残ったことや気づいたことなどを

ワークシートに記入する（特に協力隊員の思い） 

② 国際支援は必要なのか，必要とすればできる支援は何

かを考える（班で話し合う）→例にフェアトレードを紹介 

③ カズンの「The Pearl of Africa」を班で協力して和訳す

る→詩を作ったウガンダの生徒達の心情を思いやる 

 

２ 子どもの活動の成果・反応 

◇日本とウガンダの関係の深さに驚いた 

◇技術だけでなく，教育制度などの支援もできるといいと思った 

◇人々の仲の良さなど日本が見習うべき所もあると感じた 

◇紛争が終わるなど平和でないと支援もなかなかできないのではないかと思った 

◇フェアトレード商品を買う，正しく知るなど自分が日本にいてもできることをやろうと思った 

◇日本の借金がこれ以上膨らまない程度に支援すべきだと思う 

◇相手の自立を目指して技術協力をしているのがいいと思った 

◇ウガンダの子ども達ははっきりした夢を持っていてスゴイし，部族に誇りを持っているのもスゴイ。こうした

良さを消さないように支援することが必要 

◇支援することでむりやりグローバル化や効率化に巻き込むことはウガンダにとってマイナス面もあると思う 

 

３ 使用した教材 

＜教材１＞ パワーポイント  ＜教材２＞ 自作ワークシート  ＜教材３＞協力隊員作成のＴシャツ 

＜教材４＞ 「The Pearl ｏｆ Africa」の YouTube動画，歌詞カード 

＜教材５＞ フェアトレード商品写真と実物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ウガンダを支える日本人の活動の様

子と思いを知る 

② 日本の支援方針を知る 

③ 青年海外協力隊と専門家の視点の

置き方と内容の違いを知る 

④ 自分なりの支援のあり方と方法を考

える 

 

。 

この時限のねらい 

１０-１２ 
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■ 全体を通して 

 

１ 授業の様子 

＜写真１＞                      ＜写真２＞                   ＜写真３＞ 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 参考文献・資料 

１） ウガンダを知るための５３章 吉田昌夫・白石壮一郎  明石書店  ２０１２ 

 

以上 

【話し合いの結果気づいたことを班

ごとに板書し，比較する】 

【スマホを使って業する生徒】 

【スマホを使って作業する生徒】 【班長を中心に自分が調べたこと

を共有する。人の話をきちんと聞く

姿勢も大切】 

【授業全体への生徒の感想】 

◇勝手なイメージを持つのでなく，積極的に正しい知識を身につけようとすることが大切だと思った 

◇他の国についても調べてみたいと思った 

◇「アフリカ」でなく「ウガンダ」を見る必要があると思った。日本も「アジア」でなく「日本」を見て欲しいから 

◇何も知らずに過ごすのはもったいないと思った 

◇世界に視野を広げてみると，いろんな文化や歴史があることが分かった 

【授業全体を通した生徒の変容】 

◇遠い存在だったウガンダ（アフリカ）を身近に感じることができたようである。 

◇途上国の人々の生の姿を見て，自分たちと同じ人間，同じ生活であることを感じたようである 

◇授業を終えてイメージが変わったと答えた生徒が殆どであった→多くはプラスの方向の変容が見られた 

◇フェアトレード商品を買うなど何か自分にできることをやろうと思った生徒が多かった 

→青年海外協力隊に入るなど現地へ行って何かしたいと書いた者も数名いた 

◇日本を見つめ直すきっかけになった→自分が恵まれた環境にいることに感謝し頑張ろうと思った生徒も数名いた 

【授業を通した自分の感想】 

◇途上国の様子を具体的に知る機会がなかったので，純粋に楽しんでくれたと思う。ウガンダに親近感を持った生徒がと

ても多く，それだけでも意義がある授業になったと思う。話し合いや発表も積極的にできた。聞く姿勢もあったと思う。 

◇知ることの必要性，逆に言えば無知であることの罪深さを認識できた生徒が思ったより多かった。また，行ってみたいと

か，何かできることをしたいなどと前向き，意欲的な意見も見られたのは嬉しかった。受容，寛容，共生について，自分の

問題として考える端緒にはなったのではないか 

◇日本を再確認する機会となった。当たり前の日々が当たり前ではないことが分かった。１８才選挙権を鑑みると，これに

ついても，今の状況を維持していくために自分が何をできるかということを考える，行動することにつなげて欲しいと思う。

また，日本の支援の様子や相手国からの感謝などを知ることにより，日本（ひいては自分）に対して肯定的な思いを持っ

た生徒もいたことも嬉しかった。 

◇調べ学習や発表を多く取り入れたが，思ったより時間がかかった。そのため授業プランが狂い，中途半端なものになっ

た。こうした点を考えるともっとポイントを絞るべきだったかもしれないが，いろいろな視点から総合的にウガンダそのもの

や途上国の問題を考えてもらうには必要な時間だった。今後の検討課題である。 


